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平
成
30
年
８
月
11
日
㈯
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山

（
和
食
こ
し
路
）に
於
い
て
、

午
後
６
時
よ
り
、富
山
県
支

部
総
会（
暑
気
払
い
）を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。出
席
者

は
11
名
。古
岡
支
部
長
の
司

会
に
よ
り
、総
会
次
第
に
し
た

が
っ
て
進
行
い
た
し
ま
し
た
。

１
．開
会
の
辞

２
．支
部
長
挨
拶 富 

山 

県 

支 

部 

総 

会

愛 

知 

県 

支 

部 

総 

会

静 

岡 

県 

支 

部 

総 

会

大 

阪 

府 

支 

部 

総 

会

石   

川   

県

支 

部 

総 

会

新 

潟 

県 

支 

部 

総 

会

　
平
成
30
年
７
月
21
日
㈯

午
後
３
時
か
ら
、新
潟
市
の

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、支
部
会
員
６
名
の
出

席
を
得
て
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
清
野
幹
事
長
の
司
会
進

行
に
よ
り
、入
田
支
部
長
挨

拶
の
後
、議
事
に
入
り
ま
し

た
。

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告

②
平
成
29
年
度
決
算
報
告

③
平
成
29
年
度
会
計
監
査

　
報
告

④
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案

⑤
平
成
30
年
度
予
算
案

　
各
議
案
に
つ
い
て
は
、承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、入
田
支

部
長
か
ら
本
年
度
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
会
が
10
月
に
福
井

県
あ
わ
ら
市
で
開
催
さ
れ
る

と
の
報
告
が
あ
り
、４
名
の

参
加
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、会
員
数
が
減
少
し

て
３
０
０
名
を
切
っ
た
事
に

つ
い
て
論
議
が
行
わ
れ
、会

員
と
の
連
絡
で
は
支
部
会

報
の
充
実
と
、総
会
を
二
年

毎
に
県
内
各
地
に
移
動
し

開
催
す
る
事
で
会
員
が
参

加
し
や
す
い
環
境
作
り
を
す

る
事
を
話
し
た
。

　
来
年
度
の
開
催
は
、糸
魚

川
市
で
行
う
こ
と
を
予
定

し
、再
会
を
約
し
て
散
会
い

た
し
ま
し
た
。

　
　  （
文
責
　
清
野
　
修
）

３
．表
彰
状
授
与

４
．北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

に
つ
い
て

５
．平
成
30
年
度
日
本
大
学

通
信
教
育
部
校
友
会
総
会
の

参
加
報
告

６
．事
業
報
告
・
会
計
報
告

７
．そ
の
他
、本
日
の
会
費
及

び
年
会
費
、役
員
に
つ
い
て

　
総
会
終
了
後
、記
念
写
真

撮
影
を
行
い
、舘
聖
氏
の
乾

杯
の
音
頭
に
よ
り
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。懇
親
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
学
生
時
代
か
ら
の

長
年
に
わ
た
る
校
友
で
あ
る

た
め
、強
い
絆
を
感
じ
ま
し

た
。来
年
の
新
年
会
で
の
再

会
を
約
束
し
て
午
後
８
時
に

解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　
　 （
文
責
　
古
岡
　
一治
）

　
平
成
30
年
９
月
９
日
㈰
14

時
か
ら
支
部
総
会
を
金
沢
市

小
立
野
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。

㈠
平
成
29
年
度
活
動
報
告

㈡
平
成
29
年
度
会
計
報
告

㈢
平
成
30
年
度
事
業
計
画

㈣
平
成
30
年
度
予
算
計
画

㈤
会
員
動
向
に
つ
い
て

㈥
来
年
度
の
総
会
の
持
ち
方

　
に
つ
い
て

㈦
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
参
加

　
に
つ
い
て

㈧
そ
の
他

　
支
部
会
員
の
近
況
と
今
後

の
活
動
計
画
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、会
員
の
減
少
、高

齢
化
へ
の
対
応
な
ど
今
後
の

組
織
運
営
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
参
加
に
つ
い
て
５
名

の
参
加
を
確
認
し
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
中
橋
　
傳
治
）

　
平
成
30
年
９
月
29
日
午

後
４
時
よ
り
支
部
総
会
を

三
島
校
舎
15
号
館
５
階
に

お
い
て
開
催
し
た
。出
席
者

は
、支
部
会
員
15
名
。昨
年

は
12
名
で
し
た
の
で
、参
加

人
数
が
拡
大
し
て
い
る
。初

参
加
は
深
澤
洋
二
朗
さ
ん
と

笠
井
伸
子
さ
ん
の
２
名
、20

年
ぶ
り
に
山
田
澄
枝
さ
ん
、

３
年
ぶ
り
の
参
加
は
坂
田
弘

明
さ
ん
、高
田
和
彦
さ
ん
、

勝
間
田
健
一
さ
ん
で
し
た
。

い
つ
も
の
と
お
り
参
加
さ
れ

た
方
は
、鈴
木
栄
作
さ
ん
、

久
保
田
勝
さ
ん
、大
高
貞
男

さ
ん
、土
屋
忠
得
さ
ん
、田

中
由
雄
さ
ん
、石
川
貞
夫
顧

問
、副
支
部
長
の
小
松
征
夫

さ
ん
と
杉
山
秀
夫
さ
ん
、支

部
長
後
藤
正
治
で
し
た
。役

員
の
熱
心
さ
と
協
力
が
総

会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

総
会
自
体
は
、例
年
ど
お
り

前
年
度
・
本
年
度
の
事
業
報

告
、会
計
報
告
等
の
承
認
を

得
て
終
了
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、「
心
臓
病

を
予
防
す
る
」と
題
し
て
、

日
本
大
学
短
期
大
学
部
教

授
・
医
学
部
兼
担
教
授
の
高

〒
350-

0158
　
埼
玉
県
北
比
企
郡
川
島
町
伊
草
二
三
四-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
九-

二
九
七-

三
六
一
八

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
幹
事
長

　

  　

  

鈴

　木

　孝

　司

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

通
信
教
育
部
長

　

  

関    

　

  

正

　晴

事
務
局
長

　
　
　
　

  

瀨

　川

　一

　之

　
　
　

〒
102-

8005
　
千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

〒
195-

0062
　
東
京
都
町
田
市
大
蔵
町
二
九
四
五-

二
三

　
　
　
　
　  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
　
〇
四
二-

七
三
六-

〇
〇
三
四

　
　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
〇
四
二-

七
三
六-

〇
〇
三
五

　
　
　
　
　  

携
　
帯
　
　
〇
九
〇-

七
二
七
五-

八
三
二
三

日
本
大
学
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

　

  　

  

鈴

　木

　
　
　勝

　
平
成
30
年
度
愛
知
県
支

部
総
会
は
、平
成
30
年
４
月

28
日
㈯
午
前
11
時
30
分
よ

り
名
古
屋
駅
前
の
名
鉄
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
18
階
の
欧
風
料

理
ア
イ
リ
ス
ル
ー
ム
に
て
参
加

者
５
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、今
後
の
支
部

運
営
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
さ
れ
ま
し
た
。藤
田
支
部

長
が
、支
部
長
に
な
り
早
い

も
の
で
13
年
目
に
入
り
ま

す
。支
部
長
を
同
じ
人
に
ま

か
せ
る
の
で
は
な
く
、定
期

的
に
交
代
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
、

藤
田
支
部
長
か
ら
出
ま
し

た
。早
く
次
の
世
代
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る
べ
く
、６
年

前
か
ら
続
け
て
い
る
卒
業
生

へ
の
忘
年
会
の
案
内
は
、今

後
も
続
け
て
い
き
新
し
い
メ

ン
バ
ー
を
増
や
し
、会
を
活

性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
他
支
部
で
も
課
題
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、わ
が
支
部

も
高
齢
化
が
す
す
み
私
が
支

部
長
を
受
け
た
こ
ろ
は
30
代

が
中
心
で
運
営
し
て
い
ま
し

た
が
、12
年
の
月
日
が
経
過

し
40
代
中
心
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。今
後
も
安
定
し
た
支

部
運
営
目
指
す
た
め
に
は
、

早
く
現
在
の
役
員
か
ら
平
成

20
年
代
の
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
若
い
人
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
べ
く
、こ
れ
か
ら
の

10
年
間
は
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
支
部
総
会
は
参
加

者
５
名
と
寂
し
い
会
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。来
年
か

ら
は
開
催
日
を
早
め
に
設
定

し
て
、以
前
の
よ
う
に
10
名

く
ら
い
で
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
大
阪
府
支

部
総
会
を
10
月
27
日
㈯
正

午
か
ら
、Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
近
く

の
日
本
料
理
店「
桂
大
阪
マ

ル
ビ
ル
店
」に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。こ
の
日
は
立
花

奈
良
県
支
部
長
を
迎
え
、校

友
会
員
で
は
、卒
業
さ
れ
て

丸
50
年
経
っ
た
大
先
輩
で
あ

る
小
林
勝
さ
ん
を
含
む
10

名
の
参
加
で
し
た
。

　
岡
持
元
支
部
長
の
司
会

進
行
で
会
議
が
始
ま
り
、冒

頭
、副
支
部
長
で
あ
る
矢
田

を
議
長
に
選
出
し
て
、議
事

へ
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、次

の
通
り
。

①
平
成
29
年
度
活
動
報
告

②
平
成
29
年
度
会
計
報
告

③
大
阪
府
支
部
役
員
追
加

④
平
成
30
年
度
活
動
計
画

　
以
上
の
議
案
は
、出
席
者

総
て
の
承
認
を
得
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
議
と
し
て
確
保
し
て
い

た
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て

閉
会
。記
念
撮
影
を
経
て
食

事
会
に
。積
も
り
積
も
っ
た

話
、出
席
者
・
欠
席
者
の
健

康
状
態
を
含
め
た
近
況
等
、

話
が
盛
り
上
が
る
中
、お
店

を
出
る
時
間
に
。「
延
長
戦
」

の
呼
び
掛
け
に
、大
半
の
方

が
Ｏ
Ｋ
さ
れ
た
の
で
、近
く

の
喫
茶
店
に
場
所
を
移
し
て

茶
話
会
ス
タ
ー
ト
。途
中
、

時
事
ネ
タ
を
織
り
込
ん
だ

漫
談
を
矢
田
が
挟
ん
だ
り

し
て
い
る
と
、あ
っ
と
い
う

間
に
日
暮
れ
の
時
間
に
な

り
、平
成
最
後
の
総
会
が
無

事
終
了
。散
会
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
元
号
に
な
っ
て

も
、変
わ
ら
な
い
で
い
て
ほ

し
い
も
の
、変
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

…
…

。色
々
あ
り
ま
す
よ

ね
ぇ
。と
、想
い
を
巡
ら
せ

な
が
ら
帰
路
に
就
き
ま
し

た
。

　 （
文
責
　
矢
田
　
健
一郎
）

　
最
後
に
、忘
年
会
で
健
康

で
元
気
な
状
態
で
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

　
　   （
文
責
　
藤
田
　
茂
）

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長  

財
務
部
長

日
本
大
学
千
葉
桜
友
会  

顧
問

　

  

山

　本

　良

　吉

〒
290-

0011
　
千
葉
県
市
原
市
能
満
一
三
〇
六-

三

　
　
　
　
　
　
　 

勤
務
先
　
市
原
田
園
ホ
ー
ム
㈲

　
　
　
　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
四
三
六-

二
五-

一
三
三
一

　
　
　
　 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
三
六-

二
四-

二
五
五
一

〒
344-

0064
　
埼
玉
県
春
日
部
市
南
二-

四-

一
六

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
四
八-

七
三
八-

七
一
三
〇

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
総
務
部
長

日
本
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部  

常
任
幹
事

　

  　

  

肱

　岡

　堅

　一

橋
敦
彦
先
生
か
ら
お
話
を

伺
っ
た
。総
会
参
加
者
は
、

記
念
講
演
に
惹
か
れ
て
参

加
し
た
方
も
多
く
、先
生
の

ご
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　
総
会
に
参
加
す
る
意
義

は
、参
加
会
員
に
と
っ
て
、

役
立
つ
総
会
、楽
し
い
懇
親

会
に
な
る
こ
と
で
す
。平
成

28
年
９
月
卒
業
の
嶋
津
亮

君
が
34
歳
で
、平
成
29
年
度

の
税
理
士
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。彼
は
、副
支
部
長
小

松
税
理
士
の
門
下
生
で
す
。

こ
の
合
格
は
、嶋
津
君
の
将

来
の
輝
き
と
共
に
、在
校
生・

卒
業
生
に
も
大
き
な
希
望

を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、全
員
、通
教

学
生
時
代
の
苦
労
や
現
状

を
紹
介
し
、会
員
同
士
大
い

に
語
り
あ
い
ま
し
た
。海
事

代
理
士
・
行
政
書
士
、税
理

士
、学
校
の
教
師
、弁
護
士

な
ど
、卒
業
生
の
勉
強
熱
心

さ
に
感
嘆
し
た
時
間
と
な
っ

た
。

　   （
文
責
　
後
藤
　
正
治
）

日
本
大
学
通
信
教
育
部


